































































































































(Ej)2 - Ql/2Ej, (i-1,2,...,L-1),












0 0 0 0
0 -qj=1 1 0
0 1 -q〒1 0
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4･(AB) - ¢(BA), A,B∈BL,


























































S土 - ∑ qqf/2⑳-･qq,4-1/2⑳J,!㊥q-U,F･l/2㊥･･･㊥q一gLZ/2 (21)E=u
4.2 sl2ループ代数の定義




は､アファイン ･リー 代数 sl2を生成 し､次の定義関係式を満たす0
lho,hl]-0 lhi,ej]-aijej lhi,fj]- -aiJ･fj, lei,fj]-6ijhj,(i,i-0,1)
lei,lei,lei,eJl]]-0,[fi,lfi,lfi,fJ･]]-0 (i,i-0,1,i≠j)














el- S'(N),fl- S-(N),C.-T-(N),I.-T+(N),h0--h1- -SZ/N (24)








S士(N)T(u)-qNT(u)S士(N), T士(N)T (u)- qNT (u )T土(N) (25)
qN--1のとき､上式は反交換関係である｡
ループ代数は非可換な無限次元対称性であり､固有値スペクトルに非常に多くの縮退が生じる
[22,23].ここでSZ≡o(modN)なる部分空間の中で関係式(25)が成り立っことに注意しよう.
例えばL-12でN-3の場合､下向きスピンがゼロの ｢真空｣状態(SZ-6)に対して､SZ-3､
0､13､-6の縮退した固有ベクトルが存在する.さらに､縮退度は212/3-16となる｡実は､L/N
が整数のとき､｢真空｣状態の縮退度2L/N を証明できる[24】.縮退次元はLの指数関数である.
6頂点模型の転送行列は重要な可解量子スピン鎖と関係する.転送行列7-(u)の対数微分から量
子XXZ鎖のハミル トニアン7ixxzが導かれる【21】.
T(e)-T(0)exp(e7ixxz) (Jel<{1)
そこで変数qが1のべき根のとき､関係式(25)よりSZ≡o(modN)の部分空間で次が成り立つ.
lsj=(N),7ixxz]-lTj=(N),7ixxz]-0.
すなわち､量子XXZ鎖の7ixxzはSZ≡o(modN)なる部分空間の中で､(24)の演算子で生
成される5g2ループ代数と交換する｡
6頂点模型に出現するsl2ループ代数の無限次元非可換対称性 【22]は可解模型の研究で重要で
あるだけでなく､量子XXZ鎖を通じて量子系における準位交差の基本的な認識 (YonNeumann
とWignerの定理 [25])を深める上でも役に立つであろう[26,27,28]｡
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